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蚕都くらぶ・ま～ゆという上田地域通貨モノコト交換制度は､地域で暮らすひとびとが
お互いに助け合って楽しく暮らすための制度です。

私たちは､この地域の豊かな自然やひとびとの知恵･技術･経験･人柄を地域の宝と
考えます。その宝を活用することで､より豊かな地域と人間関係を目指しています。

蚕都くらぶ・ま～ゆは､地域通貨を使って人と地域をつなぐシステムです。

❖人と人との新しい関係が生まれます。

❖自分の能力を再発見できます。

❖人が活き活きすることで､地域が元気になります。

わたしたちの願 い



－１－

新型コロナウイルス後の〝もうひとつの明日へ〟ケセラ

今回の新型コロナウイルスは、私たちの暮らし

にこれまで経験したことが無い様々な影響をもた

らしました。４月初めの緊急事態宣言発令から解

除までの約２か月間、商店、企業、映画館、美術

館、劇場、スポーツ施設、学校まで、人が集うあら

ゆる場が「外出自粛」要請の対象になりました。こ

のため社会活動への打撃も大きくなっています。

大げさに言えば、人が人として社会的に存在する

ことまでが脅かされるように感じました。

顔を合わせてつながりあうことを大事にしてき

た「ま～ゆ」でも、４月のお花見ま～ゆ市から廿日

市オープニングイベント、さらに５月のま～ゆ市、

廿日市まで、やむなく中止せざるをえなくなりまし

た。中にはこんな時だからこそ、ま～ゆ市などを開

催すべき、とか“忖度„するのはおかしいという意

見もありましたが感染者を出したくないとの率直

な思いで中止に踏み切りました。やっと６月１日か

らは、条件付きではありますが公民館の利用がで

きるようになり６月のま～ゆ市は再開できことにな

りました。野外活動は制約が少ないので、これま

で通りサイクリングや田植は実施できました。これ

からは、「ソーシャルディスタンス」（あまり好きな

言葉ではありませんが）に配慮し、工夫しながら、

ま～ゆの活動を進めていきたいと考えています。

さて、この新型コロナ騒動で改めて気づかされ

たことがたくさんあります。経済効率最優先のも

とに保健所や病院等の統廃合が進められた結果、

“いのち„を守る体制が脆弱になっていたのが露

わになりました。さらには政治が本当に必要なこと

をしないで“アベノマスク„に象徴されるように、

私たちが望んでいないことにせっせと税金を使っ

ている様も次々暴露されました。科学的根拠もあ

いまいなまま場当たり的に、しかも専門家や当事

者間でのコミュニケーションも充分図らないで

一方的に打ち出される政府の政策に翻弄され続

けています。これは早急に止めにしたいとつくづく

思います。本当に私たちが望むのは、まずは信頼

に足る政府と私たちの願いに応え得る政治です。

不要不急で膨大な軍事費を削って子どもたち

の教育環境の改善に回すこと、学級の定員数を

減らし教員を増やせば、三密を避ける時差登校

なんてことも解消されます。もっと子どもたち一人

一人に寄り添って丁寧に育ちを支えることができ

る学校になります。これは未来を創る大きな仕事

の一つです。

現在、緊急事態宣言が解除され街には徐々に

活気が戻りつつありますが、これまで通りの経済

性と効率性だけを重視する考え方は、各方面で

既に行き詰まってきています。

最近、メディアではコロナ後の“新しい暮らし

方„に言及しています。それは以前と何も変わら

ない暮らし方ではないはず。元の暮らしには戻れ

ないし、戻らないと決意するなら、どうするかが、

問いかけられています。

このコロナ下で、学校や映画館、劇場が閉鎖さ

れる中で、オンライン授業やオンライン上映、コン

サート、オンラインでの学習などが積極的に展開

されました。更に、リモートワークや会議なども進

みました。しかもこの傾向はコロナ収束後もつづ

く可能性があります。これは三密を避けるために、

やむなくとられたことではありましたが、もっと積

極的な意味が生まれています。これまで直接出会

う機会がなかった人々がオンラインでつながり、

支えあいの輪が広がってきました。情報の消費者

から情報の送受信者への転換も否応なく広げて

います。密集する都会の暮らしから地方へ暮らし

の場を変えるのも選択肢に入るでしょう。これま

での何が問題であったのかを真摯に問い直し、

持続可能で本当に心地よい暮らし方とはどんな

ものかを自らに問う人も多くなるでしょう。その時、

ドキュメンタリー映画『もうひとつの明日へ』には、

この問いへのヒントが埋め込まれているように思

います。この映画が多くの人に届き、お互いの生

きる支えになること、更には新しい明日を作る力

になることを願っています。

映画の制作は、いろいろな困難に直面しながら

も、焦らず、諦めず、知恵を出し

あい、励まし合い

ながら進めていま

す。映画制作にと

どまらず『もうひと

つの明日』の社会

を豊かにつくるま

～ゆであってほし

いし、その一人にな

りたいと夢を描いて

います。



－２－

５月１４日 ま～ゆ チャリンコツアー実施！
「新型コロナウイルス」など関係のない時期に、軽井沢町の別荘地内

をゴージャスな気分で走り回る予定にし

ていましたがやむなくコースを変更しま

した。私が下見で軽井沢町へ訪問した

時、駅前の貸自転車屋さんには東京方

面からの客とおぼしき人たちがお店に群

がっていました。当時はまだ「コロナウイルス」をうるさく言う環境ではなか

ったのですが、東京ではすでに流行っているとの情報はあり、万が一を想

定し、貸自転車の使用は無理と考え断念しました。また私が別荘地地帯を

走っていると、何故か惨めな思いがこみ上げてきました。他人の高級別荘地の周りを走っている自分が情

けなくなったので早めに切り上げました。私には農村の風景がお似合いだと。そこで代案は原点に戻って

「青木村」のコースを設定したのです。

五月晴れに恵まれた天候の下、参加者はミーすけさん、都々平さん、ごんべえさん、にゃんこ先生、Fuji

さん、黒柳さん、ねこの７人です。「新型コロナウイルス」は地域によってばらつきがあり、３密を避ければ問

題なしです。有酸素運動のため「マスク」も着用無しです。新鮮な空気を吸い込んで気分爽快でした。おか

げで長期間にわたって「コロナウイルス」で受けたコロナ疲れを吹き飛ばす絶好の機会となりました。

午前１０時に「寿限無」をスタート、皆さん

勝手を知っての道なのでスムースにスタート。

上田橋を越えて下之条をさらに過ぎた時点

で「千曲川の橋渡った？？」との声、青木村

「道の駅」あたりでしんがりを務めているご

んべえさん、「今日はえらいつかれる…」との

悲鳴などが聞こえてきました。つつじが満開

の「太子山」到着までのコースは少々の登り

道路でちょっと大変な人もおられましたが、

帰りは様々な花開く「東山道」を下りながら

「寿限無」へ帰着。往復２０Ｋｍの行程でした。

ご参加の皆様、お疲れ様でした。 №294 ねこ

秋和ま～ゆ田んぼの田植祭
６月６日 賑やかに田植えが終わりました。

コロナの影響で県外勢が参加できませんでし

たが、地元が頑張りました。

とっとちゃんのお孫さん２人（将来の早乙女候

補）が花を添えてくれ、一段と華やかになりまし

た。お疲れ様でした。

村の人達が見ていて、うらやましがってい

ました。これが本来の生き方なのです。

集まりをを怖れて孤立してはいけません！

コロナ以降のことを語り合いましょう。

№2ごんべえ



コロナウイルスと私 №1ケセラ
新型コロナウイルス騒動で、生まれて初めて自粛生活を強いられ、行動の自由が制限される

窮屈さを味わっています。3 月の古希のお祝い会が延期になり、楽しみにしていた 5 月の海外

旅行も中止になってしまいました。

反面、いつかやろうと思っていた家ぢゅうの片付けが進み、随分すっきりしました。“もったい

ない„と、取っておいた物のなんと多い事。我ながら呆れるほどです。中には 50 年以上も前の

物までありました。

また、散歩も復活させました。近所を歩いてみると、思いがけない発見が随所にあります。

山々の緑や草花が日々移り行く様をゆっくり眺めて歩くのも、とても気持ちがいいひと時です。

こんな時、自然の力と人のはかなさをしみじみ感じます。

更に、遠く離れて暮らす息子や娘が頻繁に近況報告の写真や動画を送ってくれて、孫たちを

身近に感じられるのもうれしい事のひとつです。

“自粛生活„のストレスが、他人に対しての不寛容を生み、お互いを監視しあう「自粛警察」な

んて嫌な言葉まで生まれました。過去の暗い歴史が繰り返されていくようで、人間の弱さ、脆さ

もまざまざと見せつけられ、自分にも突き刺さってきます。一方で、人の逞しさと優しさ、人に寄

り添い共感する姿があちこちで生まれつながっていくことに未来への光も感じます。

私自身は“自粛生活„のお陰で、できないことを嘆くより、暮らしの楽しみ方を工夫するゆとり

が持てました。もっとシンプルに、もっとスローに暮らしても、困る事なんてないな～が、今の実

感です。

“雨の日も、風の日も、よい天気！！„味のある言葉と思いませんか？

寝言 信州大学大学院№443 小池遼太
人間は、変化を恐れる生き物。生き残るのは変化できるやつ。

先日、生物学科の後輩が「地球は宇宙の中にある細胞と見なすことができると思う」って言

ってた。内容は難しくてよく分からんかった笑

人間は 37 兆個の細胞からできている。そしてそれらは実は生きているんだって。あり得な

いことが身体で起きているんだから、地球が一つの細胞だとしても、あり得なくはないかも？

人間の身体が熱をだすのはウイルスと戦っているから。つまり、風邪をひいているときは

実は身体が頑張っている時。負けたら終わるけど…治ったら免疫がつく！

インフルエンザの注射とかそうだよね。

そうやって考えたら、コロナウイルスは地球からのメッセージだと思うなぁ。これから人類は

沢山の見過ごしてきた大切なことに気づいて、もっと良くなる！この数ヶ月でも沢山のことに

気づいたよ。

きっと地球に注射を刺したんだよ。神様がね。他の星（細胞）でも同じ事が起きているか

も？

－３－

ま～ゆ会員にききました。

〝〝新新型型ココロロナナウウィィルルスス〟〟

ににつついいてて語語っっててくくだだささいい



№136 にゃんこ先生
マスクが店頭から消えていた頃のこと

です。コラボ食堂のスタッフ M さんが手

作りマスクを私にくれました。「ありがと

う！」と早速かけようとしたところ、あれ、

耳からはずれる、何度やってもはずれる

…。M さんは、「なんなの、にゃんこ先生

のその耳は！？」私の耳は柔らかくて、

簡単に内側にぺったんこに折れます。

マスクのゴムに耐えて立っている力がな

いのですね。マスクのゴム紐を緩めても

らったらかけることは出来ましたが、鼻の

周りがちょっと浮き上がる感じで顔への

密着度は低くなりました。

しばらく後で、遠方にいる姉がやはり

手作りのマスクを送ってくれました。

（私の周りには手先の器用な人が多くて

助かります。）そのマスクもやっぱり私の

耳にはかかりませんでした。姉へのお礼

のメールで事情を説明し、「お姉ちゃんの

耳だって柔らかいんじゃないの？」と書

いたところ、「私の耳は普通です」と返さ

れました。

ということで、今回のコロナ騒動の中

で、私は自分の耳の柔らかさを再認識い

たしました。ちなみに、耳が柔らかくて得

することは何もないと思います。私は耳を

動かせますが、さすがに自分の意思でぺ

たっと閉じることは出来ません。それが出

来たら聞きたくないことは聞かなくてすむ

んですけどね

コロナ №112 めばえ
我が家には呼吸系疾患治療中の夫が…。コ

ロナに感染すれば命にかかわるとリスクを避け

ながらゆっくり暮らす毎日です。

そんな中、あれこれ思い、考えさせられる事も

多くあります。

2／28（金）安倍首相が全学校にコロナ感染

予防のため緊急休校申請。全国ほとんどの学校

が 3／2（月）より休校となりました。私の育った

山奥の小・中併設の小さな学校までもが？首相

発言の影響力の大きさにびっくり仰天。

日本の食料自給率の低さも再認識、我が家

の小さな畑の世話にも力が入ります。

様々なニュース等流れる中、「ま～ゆ」はすご

い活動やっていると改めて思っています。

№76 ぶんちゃん
コロナで世界中で感染者や、死者が出て

います。

ある説によると地球温暖化で、ウイルスが

増えているという説もあります。これからも未

知のウイルスが出る可能性もあると言われて

います。

そして、コロナは格差が拡大しています。

発展途上国は悲惨な状況です。

また日本では、仕事の種類により生活が成

り立たなくなっている人々も増えています。

その方達への経済の支援が遅くて困ってい

るという声が毎日放映されています。医療関

係者のコロナとの戦いで、医療品が余りにも

外国に頼りすぎたか思い知らされました。

私は、家の庭に花をたくさん植えたり、

畑が200坪ばかりあるので野菜を作ったり、

ネットを見ていろいろなマスクを作ったり，

手作りパンやニラせんべいを作ったり山菜を

採り、近くのお年寄りにおすそわけしたり，

散歩も朝5時台にしているので巣ごもり生活

は、そんなに苦痛に感じられませんでした。

これからしばらくらくは、コロナとつきあい

ながら人類社会と地球への共存をしながら生

活していくようになると思います。

－４－



№320 合原
新型コロナの蔓延で、経済活動を止めなければ、死者を抑えられない状況になりました。

政府は色々な支援策を出していますが、困っている人をもっと支援しなければなりません。

財政赤字でそんな財源は無いなどの意見を言う人がいますが、これは間違っています。いくら

でも出せば良いし大丈夫です。これは分配の問題だからです。

資本主義経済というのは、市場を介して生産と分配を調整する仕組みです。緊急事態宣言

で自由な市場を消滅させたわけですから、資本主義経済ではなくなりました。でも生産と分配

が公正に行われれば、資本主義でなくても構わないのです。新型コロナ騒動は、資本主義を見

直す絶好の機会です。

憲法が生存権を保障しているのですから、困っている人が文化的な生活を送るのに必要な

お金を出すのは当然のことです。公正な分配だからです。ベーシックインカムを取り入れるチャ

ンスかもしれません。

いつの世も、仕組みの裏をかいて自分だけ儲けようという人が沢山います。グローバリズム

という言葉の裏で、貧富の格差が拡大しました。世界の 1%が、残りの 99%と同じ富を持って

いる。世界の半分は 1%の人のもの、というのは、明らかに公正ではありません。

分配に必要なお金は、こうしたお金持ちや内部留保を貯め込んだ企業から資産税で集めれ

ば良いのです。新型コロナをやっつけなければ、いくらお金持ちでも、ビジネスもできないし、

自分が感染して死んでしまう危険が付きまといいます。協力してくれた結果困っている人たち

にお礼をするのは当然です。世の中が少しでも公正になるように、内閣を監視し、声を上げ続

けましょう。

新型コロナウィルス 匿名希望
４月７日に７都府県に発出され、１６日に全国へ拡大された

緊急事態宣言は、５月３１日まで延長されていましたが、１４日

及び２１日の一部解除を経て、５月２５日に１か月半ぶりに全

面解除となりました。

解除されたすべての都道県で、解除の目安の「直近１週間

の１０万人当たりの新規感染者が０．５人以下」を満たしてい

るわけではなく、医療提供体制やモニタリング体制を含め専

門家の意見を聞いた上での総合的判断とされています。しか

し、諸外国では解除後にぶり返している例も多いようです。

緊急事態宣言は解除されましたが、安全宣言や終息宣言ではありません。新型コロナウイル

スが消滅したり、有効なワクチンや治療薬で対応できるようになったりしたわけでもありませ

ん。第２波、第３波への備えを強固にするための対応は引き続き必要です。

感染拡大リスクを防止し、第２波、第３波へ備えるためにも、一定の自粛・自制、休業も続け

ざるを得ず、公的な支援や補償は不可欠です。

心配なのが、すでに新型コロナウイルス感染症の影響で、解雇や雇い止めが見込まれる労

働者が１万８３５人（宣言解除時点）になり、日を追うごとに増加していることです。

来年半ばまでに全国で約１００万人の雇用が失われるとの民間エコノミストの試算もありま

す。このまま景気が悪化し続ければ、生活が困窮し、自殺者が増える可能性も高く、経済によっ

て失われる命も救わなければ。

個人的には、オンライン会議に慣れたことだけは怪我の功名ならぬコロナの功名でした。

－５－

閑散とした善光寺



コロナウイルスのこと
№55 ミーすけ

私には 8 歳上の、ゴルフや健康マージャン

をやっている友だちがいます。お母さんが元

気ならその娘さんもまた破天荒で、上田東高

校を卒業して私立の美大に入りました。

芸大の教授のアシスタントとして粘土をこ

ねるアルバイトをしていました。粘土をこねな

がらいろいろな話をかわして、何より勉強に

なったと聞きました。就職は美術館で、展示

会の準備や画家との交渉などしていました。

画家の息子がアメリカ人で弁護士でした。

その彼と結婚してニューヨークで暮らして

いましたが、コロナウイルスにかかったので

す。結構重くてそれは心配したといいました。

やっと危機を脱して安心できるようになった

のですが、ニューヨークを脱してほかで暮ら

しているそうです。その娘が電話してきて、

「今は外出しては駄目よ、家にいて」と言って

くるそうです。でもね。「退屈だからちょっと太

郎ゴルフに行ってくる」と塩尻菜園にいた私

に話しかけたのでした。コロナウイルスにか

かるということは生きた心地しなかったよ、と

さすがの彼女も神妙でした。

コロナ自粛丁寧生活 №226 のだま
緊急事態宣言が解除されましたが、わたしの近くにコロナウイルスがいなくなったのか、解除

前はいたのか、見えないのでわかりません。

でもコロナ前、宣言後、解除後と心と暮らしが変わったと実感しています。

この間、必要に迫られて①仕事はできるだけ家で。②買い物の回数を減らすために食料は

まとめ買いして使い切る。③外食はしないので 3 食家で作って食べる。④庭の食べられる草

（ニラ、フキ、カラスノエンドウ、ミョウガ）を例年以上に食べる。⑤時間ができても出かけず家で

過ごす。そんな暮らしでした。仕事のペースが少しゆっくりになったこともあって、できたのかな

と思います。

いつも家事は手を抜いているわたしですが、やってみると心地よい毎日。ゴールデンウイー

クに「どこも行かなくていい」と思った自分も発見しました。

忙しい普段はざわざわしがちな心も落ち着いて、頭の中の整理整頓が進みました。

今回、社会全体にも身近な人にも経済に影響があり心配しました。まだ続いています。なの

で喜ぶべきことではないのですが、あの時間を過ごしたことはこれからの自分に活きてくるか

もしれません。

とはいえ、すでにあの頃のように丁寧な料理ができなくなってきてます。なぜだろう笑。

№417 月
2 月 14 日のバレンタインデー、妹達と

母に会いに行きました。その直後から今

も、母の居る施設は、ネットか、ガラス越

しの面会のみとなっています。

子供達は共働きなので、ステイホーム

で結婚後、初めて長く家で共に過ごして

居るようです。私は都会に住む孫達のマ

スクを作って、山菜と共に送ったりしてい

るうちに早六月。

徐々に再開されていますが、小・中学

校の長期休校への国の心無い対応が気

になります。現在の学校教育の是非はあ

りますが「教育を受ける権利」が、侵害さ

れている気がします。子供や、社会的弱

者とされている人達の切実な思いは、

大人社会での優先順位に反映されず…

あらゆる面で、経済優先など大人社会内

での評判や文句ばかり気にしたその場し

のぎの言葉や対応が目に付きます。

国にお金が無いなら、この際、武器を

買うのを減らして一人一人を大切にする

為に回すべき、と強く思うコロナ騒ぎで

す。

－６－



コロナウイルスがもたらしたもの
№229 直井保彦

この３ヶ月ほどコロナウイルスが世間を騒がせた

一方、私にはゆっくりした時間をいただきました。

例年ですと、５月は撮影の仕事が最も忙しく、今年も

17 件入っていた撮影がすべてキャンセルになりました。

毎日子供が家にいて、一緒に種を撒き、火を焚いて

カレーを作り、庭にテントを貼り寝る。 人間らしい生活

をしています。

土さえあればなんとでもなる。そんな揺るぎない強さ

を言葉ではなく子供たちに伝えたい。

私の予想ですと、不必要な仕事は淘汰されていくで

しょう。皆が何を感じ行動するか、次世代さらに続く世

代を考えた時、自ずと答えは出るでしょう。

№298 こずえ
コロナ騒動。個人的なことを言えば、子どもの休校により、炊事、洗濯、掃除、農作業、土木作

業と忙しい時期に働き手が増えて、とてもありがたい数か月。

そんな私だが、世の中の風潮に憤りと不安を感じています。えっ？この人まで？と思うような

人まで「コロナ怖い詐欺」にひっかかってしまっている現状。今までは現在の日本を「戦前の雰

囲気に似ている」と憂いていた人たちまで、どんどんとその雰囲気に加担していて、「ちょっと冷

静に考えてみて！」と言いたいが、「とにかくコロナウイルスは怖い」と洗脳されている人にはな

かなか届かない。

まず、初期の段階で、多くの医師や、ウイルスの研究者から必要以上にコロナウイルスを不安

視する必要はないという指摘があっても、その声は打ち消され、いかにコロナウイルスが怖いの

か、そして、それを防ぐにはとにかく 3 密とやらを避けるに限ると言いふらし、ワクチンが必要、

治療薬が必要と喧伝し、そして同調圧力をあおることばかり。今、始まった「新しい生活様式」と

やらも、冷静に考えれば、おかしいと思うようなことだらけで、まるでコントのようなことを大真面

目な顔でやっている。

日本以外の国では、ロックダウンの無意味さや、人権侵害に対して声を上げ始めている人も

どんどんでてきているらしいが、とにかく従順な日本ではそんな動きも少ない。

私は決して「経済優先」と考えているわけではなく、むしろ、その逆側の人間と思っている。

しかし、人が人として生きている価値を考えれば、今のように、人とつながらず、芸術から遠ざけ

られ、娯楽と思われるものは自粛される生活が妥当とは思わない。現在の雰囲気は自分たちの

方から「もっと支配してくれ」と懇願しているような社会で、政権にとってはシメシメうまくいって

る…という感じ。この大衆が自分たち自身の監視を強化する雰囲気はどこからどうみても戦前

と一緒。本当に今後に不安と憤りを感じることばかり…

123 号のテーマは
〝汗〟です。

｢あの仕事ではいい汗かいたなあ｣

｢あの時の冷汗は忘れられない｣｢私

は汗っかき、夏が辛い｣等々｢あせ｣

が付けば結構。気軽に書いて寄せて

ください。

－７－

今回のテーマに大勢の方々が、様々な感想・ご意見をお寄せくださいました。

突然起きた災害ともいえる〝コロナ禍〟騒動はその影響力があまりにも大きく、関心を寄せ

ざるを得ません。その反映として１８人もの投稿がありました。これを読んでみて、どのような

感想を持ちましたか？ 同感・反論あるに違いありません。

次号にそれを書いてみては如何でしょうか。活発な意見交換がこの誌上で行われることによ

って〝コロナ後のま～ゆ〟が20年の歴史にふさわしい発展へと進化するのではないでしょう

か。 あなたの一筆をお待ちしています。



コロナ渦に思う №430 やよい
今回、人生初の感染症パンデミックに遭遇。自粛自粛で予定のほぼほぼがキャンセルとなり、なん

だか物足りない日々でした。それでも自分なりに工夫し、読書や学習に時間をあて、家族で過ごす

時間や畑仕事などを充実させました。また子とニュースについて話し合ったり、夕飯を作ってもらう中

で成長がかいまみえたり。豊かな時間でもあったかと思います。

それにしても現政権のひどいこと。

病床減らして統合をすすめ、その一方でホテル借りて病床増やす。どちらも税金。3 月の政治的判

断による一律休校も忘れたわけではありません。

日本モデル？どれだけ税金を無駄にして、いったい何をしたのでしょう？

「国民に我慢させただけ」ですよね？

そんな中、まさかの検察庁法改正案。

本当にこのままでいいのか？

そこに国民も気づいたからこその「#検察庁法改正案に抗議します」100 万ツイ

ート超えであり、今までにない「廃案」に持ち込んだのです！声をあげれば動く。

新しい運動の形でもありました。

今後の闘いは「給付金などで使った分」を、とるべきところからとること。大企業、富裕層から。消費

税増税なんて言わせない。でなければ私達の負担が増え、子どもたちにも負担ばかりが残されます。

現政権の動きに不信感を抱きはじめた国民が増えています。子どもたちの未来のためにも、今こそ

国民の声を届けまともな政治に変えていくチャンスだと思います

仲間 （チーム）を見つけて対話する
～自分を自律的に保つには～（コロナで一言）

№6キタロー
雨あがりの山の峠を越えると、いろいろな緑の鮮やかさに息を飲みます。

コロナを中心に時間が流れている中で、比較的余裕をもって自律的に過ごしてきているつ

もりですが、でも身近なところでイライラしてる人を見るし、退行（幼稚化）した人から攻撃の対

象になるし、上下関係でしか付き合えない人にも会うし、と自分が試されている感じです。

でも一番"モヤモヤ„していたことは、テレビでコロナ不安を分析して評論する人への自分の

こころのありようでした。何かおかしい？

昨日（5.20am7.nhk-tv）、精神科医・斉藤環さんへのインタビュー（心の平静を保つに

は？）。

（要旨）

・自粛を自らに強いているコロナの状況への反応としては、心の揺らぎは異常ではないので

す。まともです。

・閉じこもらざるをえない状況下では、ほとんどの人が退行（幼稚化）する。

白黒思考となって、人を敵か味方に分けて、攻撃する。

・できるだけ対話をすることが大事。相手と正しさを競わないことも大事です。

・内向きの不要不急を提案したい！料理を作る・おしゃべりをする・シイタケ栽培をするなど

…。

私たちの時間意識は世界的なイベントの流れでできているのではなくて、プライベートな不

要不急の出来事・人間関係の総体でできている。

私の"モヤモヤ„の要因は、１対１で対話（評論）していて、チームで対話していなかったから

かもしれない…。私たちの時間意識を大事にしていきたい。

－８－



№441 そだっち
今回コロナウイルスについて、こんな世の中になるとは想像もしませんでした。

一年前に自動車部品を製造する会社に転職し、リーマンショック以上の不況を初めて経験し

て会社も休業になったりと影響を痛感しています。今は耐える時と捉えて、自分の出来ることを

精一杯頑張りたいです。

話は変わりますが、ま～ゆ運営についてお願いがあります。

感染予防で３密を避けるため、不要不急の外出の自粛が呼びかけられていた春先に花見をし

ようとしていたのは、ガッカリしました。

上田市周辺に感染者が出ないから大丈夫とか、千曲公園に花見をしている人達がいたから

大丈夫というのは、考えが浅いと言わざるを得ません。

コロナウイルスは無症状でも他人に感染させてしまう恐ろしいウイルスですし、花見をしている

人達がいるから大丈夫というのは赤信号でも渡っている人がいるから大丈夫という理屈と同じ

ではないですか？

『～だろう』運転より『～かもしれない』運転を心掛けましょう！と、車の安全運転でいわれます

が、今回のコロナウイルス感染予防も、それと同じように考え行動すべきと思います。

イベント開催等、なかなか難しい時期で大変だと思いますが、大人として子供達の良い手本に

なれるよう、他人を思いやる心を忘れずに運営をよろしくお願いしたいと思います。

自粛警察 №130ヒデさん
新型コロナウイルスの感染拡大の中で、「自粛警察」という言葉が生まれました。「自粛警察」

とは、自粛要請に応じない（あるいは応じていても）人や店舗を誤った正義感や不安感から攻

撃する風潮で、例えば、休業している駄菓子屋に「コドモアツメルナ。オミセシメロ」という貼紙

や、時短営業をしていたライブバーに「自粛してください。次発見すれば、警察を呼びます」とい

った貼紙がされたようです。また、長野県ではありませんが、県外ナンバーの車が傷を付けられ

たり、あおり運転をされるなどの被害が出て、行政が「県内在住証明書」を発行するような事態

もありました。

5月9日の時事通信に、社会学者の宮台真司首都大学東京教授は、「『自粛警察』は非常時

に周りと同じ行動を取って安心したい人々だ。いじめと同じで自分と違う行動を取る人に嫉妬

心を覚え、不安を解消するために攻撃する。人にはそれぞれ事情があり、非常時の最適な行動

も人によって違うことを理解しなければならない」という発言が掲載されていました。

話は変わりますが、アベ政権というライオンが檻から出られないようにガードしているのが

日本国憲法です。そして、憲法第 12 条「自由及び権利の保持義務と公共福祉性」と第 13 条

「個人の尊重と公共の福祉」により私たち一人ひとりは個人として尊重され、個人の権利自由が

守られていますが、これは不断の努力で保持しなければなりません。この不断の努力を怠れ

ば、国家権力であるライオンは簡単に檻から出て来てしまいます。

話を「自粛警察」に戻します。憲法により私たちは個人の権利自由が守られていますが、「自

粛警察」のように他人の基本的人権を侵害しようとする行為が拡大すれば、私たちは自ら権利

を放棄し、独裁国家への道を歩むことにつながりかねないのです。自粛はあくまでも個人の意

思で行うべきものであり、他人の行動に干渉すべきではないことを理解しなければいけないと

私は思います。

－９－
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街の気軽なマルチメディアショップ

㈲ 伸和印刷 №57 中澤

●ご利用金額の 10%まで「ま～ゆ」をお使いください

●今、流行りの自分史を作ってみませんか?

●会議資料作りに便利な、製本機能付き

高速デジタルコピー機導入しました

上田市国分１-７-12

℡22-7710 Fax22-7718

№50 都々平

5月 11日、信毎紙に載った

｢コスタリカ感染抑止成功｣を

読んで感動しました。軍隊を

廃止して保険や教育分野に

より多くの予算を費やしてき

たこの国の政策が“新型コロ

ナウィルスとの戦い„に成功

を収めたそうです。自国民を

守る政府の姿勢に市民は外

出自粛要請を理解して守っ

た結果、｢最良のワクチンは

規律正しく教育のある国民と

強固な保険制度｣と言わしめ

たのだから“凄い„ことです。

また 5月 23 日、同紙では

写真家の大石芳野氏が｢愚

かな戦争続けるのか｣と訴え

ています。安倍首相はよく

｢国民を守る｣と言うが、本当

に守るのは国民一人一人の

命だ、と。戦闘機などの武器

ではウィルスに立ち向かえな

いのです。

なお自粛要請に合わせて

数々の経済支援が施行され、

国家財政は困窮に瀕してい

ます。どうやってこの大借金

を返済するのでしょう？財政

再建には抜本的な改革を余儀なくされますが、その一環として国防の在り方を根底から見直して｢コス

タリカ方式｣に倣ったらどうでしょう。憲法第 9 条の理念を基に武力に依らない平和外交に軸足を置け

ばそれは可能です。国際平和を志向する“世界中から敬愛される日本„に生まれ変わらせませんか。

都市･建築工房 №130ヒデさん(竹内秀夫)

●トラブルの多いリフォームだからこそ

お任せください

●家のことなら何でもお気軽にご相談ください

●消費税分「ま～ゆ」が使えます

上田市御所274

℡28-7532 fax 28-8190




